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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　
本
年
４
月
の
改
正
入
管
法
施
行
に
よ

り
、
特
定
技
能
と
い
う
在
留
資
格
が
創
設

さ
れ
、
本
市
の
外
国
人
住
民
数
も
増
加
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
外
国
人

住
民
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

　
１
８
５
４
人
、
33
カ
国
の
外
国
人
住
民

が
暮
ら
し
て
い
る
。
今
後
も
、
そ
の
数
は

増
加
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
が
続
く
本
市
の
活
力
を
維
持

し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
確
立
す
る

た
め
に
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

外
国
人
の
定
着
を
図
り
、
日
本
の
ル
ー
ル

や
、
地
域
の
慣
習
に
従
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
人

住
民
と
外
国
人
住
民
が
、
信
頼
し
合
い
、

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を

実
現
し
、
土
岐
市
の
伝
統
や
文
化
、
よ
い

と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
変
え
た
方
が

い
い
と
こ
ろ
、変
え
て
も
い
い
と
こ
ろ
は
、

お
互
い
の
た
め
に
変
え
て
い
く
。
そ
ん
な

共
生
社
会
の
実
現
が
で
き
た
ら
い
い
と
思

う
が
、
目
指
す
べ
き
多
文
化
共
生
社
会
の

か
た
ち
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
外
国
人
も
地
方
自
治
法
上
、
日
本
人
と

同
じ
住
民
で
あ
り
、同
じ
生
活
者
と
し
て
、

安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
国
境
を

越
え
た
市
民
参
加
社
会
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
外
国
人
児
童
・
生
徒
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
１
３
０
人
、
14
カ
国
の
児
童
・
生
徒
が

市
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
８
人
の
外
国
籍
の
子
ど
も

の
就
学
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

●
外
国
人
住
民
の
子
ど
も
世
代
は
、
地
域

社
会
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
育
成
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
就
学

支
援
や
日
本
語
教
育
等
を
、
今
後
さ
ら
に

積
極
的
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

◆
観
光
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

　
三
国
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
状
況
と
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
指
定
管
理
を
導
入
し
、

管
理
委
託
料
は
２
０
７
万
２
千
円
。
他
に

関
連
予
算
と
し
て
、
45
万
４
千
円
を
計
上
。

利
用
者
数
の
推
移
や
費
用
対
効
果
に
鑑
み
、

存
続
の
必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
豊
か
な
自
然
と
、
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と

い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
旧
鶴
里
・
曽
木

小
学
校
に
、
初
期
投
資
の
少
な
く
て
済
む

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
設
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
市
有
地
の
活
用
方
法
の
一
つ
の
選
択
肢

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

後藤　正樹

各務　和彦

◆
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

　
土
岐
市
の
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
に

つ
い
て
。

　
設
置
率
に
つ
い
て
は
、
設
置
啓
発
と
維

持
管
理
を
促
す
目
的
に
、
市
内
の
全
世
帯

か
ら
調
査
世
帯
を
２
０
０
件
無
作
為
抽
出

し
て
戸
別
訪
問
し
、
住
宅
火
災
警
報
器
の

効
果
等
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
設
置
状
況

や
維
持
管
理
の
状
況
つ
い
て
調
査
。
令
和

元
年
度
６
月
１
日
現
在
の
設
置
率
は
、
土

岐
市
は
79
％
。

　
近
年
の
火
災
発
生
宅
の
警
報
器
の
設
置

状
況
に
つ
い
て
。

　
平
成
29
年
中
の
一
般
住
宅
火
災
は
７
件

発
生
し
、
警
報
器
の
設
置
住
宅
は
２
件
。

平
成
30
年
中
は
、一
般
住
宅
火
災
が
６
件
。

そ
の
う
ち
警
報
器
の
設
置
住
宅
は
１
件
。

本
年
に
入
り
10
月
ま
で
の
状
況
で
、
一
般

住
宅
火
災
が
６
件
発
生
し
、
設
置
住
宅
は

１
件
。
３
年
間
の
市
内
発
生
住
宅
で
の
設

置
状
況
は
20
％
前
後
と
低
い
状
況
で
し

た
。

　
高
齢
者
宅
へ
の
主
な
啓
発
活
動
に
つ
い

て
。

　
独
居
高
齢
者
宅
へ
の
防
火
啓
発
活
動
と

し
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
は
秋
季
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
個
別
訪
問
を
実
施

し
て
お
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

啓
発
と
維
持
管
理
と
と
も
に
、
ス
ト
ー
ブ

な
ど
火
器
取
扱
い
で
の
注
意
点
等
住
宅
防

火
指
導
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今
年

度
は
さ
ら
に
９
月
の
敬
老
の
日
前
後
と
11

月
の
秋
季
火
災
予
防
期
間
中
に
１
３
７
軒

を
訪
問
し
、防
火
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
独
居
宅
へ
の
機
器
設
置
状
況
及
び
交
換

等
に
つ
い
て
提
言
。
民
生
委
員
さ
ん
と
の

連
携
及
び
現
状
調
査
等
に
つ
い
て
の
お
考

え
は
。

　
高
齢
者
の
火
災
に
よ
る
被
害
軽
減
の
た

め
、
住
宅
防
火
対
策
は
重
要
な
火
災
予
防

行
政
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
齢
者
と
接
す
る

機
会
の
多
い
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
戴

け
れ
ば
、
効
果
的
な
指
導
も
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
防
本
部
と

し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
も
検

討
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
及

び
維
持
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
乙
塚
古
墳
附
段
尻
古
墳
整
備
に
つ
い
て

　
現
場
見
学
会
の
開
催
等
に
つ
い
て
。

　

こ
う
し
た
貴
重
な
機
会
を
利
用
し
て
、

古
墳
の
構
造
や
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
整

備
工
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
戴
く
た

め
に
、
来
年
度
の
春
以
降
に
見
学
会
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
の
今
後
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
に
向
け
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
医
療
、
安
心
の
医
療

体
制
確
保
が
出
来
て
い
ま
す
か
。

　
総
合
病
院
で
は
、現
在
医
師
23
名
か
ら
、

４
月
に
21
名
。
看
護
師
１
２
５
名
か
ら
93

名
。
技
師
54
名
か
ら
45
名
。
病
院
と
老
健

合
わ
せ
て
、
正
職
員
は
２
５
３
名
か
ら

１
８
２
名
、
医
師
を
除
く
非
常
勤
職
員
は

１
４
３
名
か
ら
１
２
７
名
が
移
籍
を
希
望

し
て
い
る
状
況
で
、
今
後
も
Ｊ
Ａ
厚
生
連

と
協
力
し
、
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
や
市
民
の
声
と
し
て
、
総

合
病
院
に
対
す
る
不
満
、
不
安
、
誤
解
が

広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
新
体

制
で
は
公
設
公
営
よ
り
医
療
提
供
体
制
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

金
銭
面
以
外
で
良
く
な
る
部
分
は
。

　
現
状
維
持
を
目
標
に
、
そ
こ
か
ら
上
積
み

を
考
え
て
い
ま
す
。
４
月
以
降
経
営
者
は
同

じ
に
な
り
、
東
濃
厚
生
と
土
岐
総
が
協
力
し

合
い
、
人
事
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。（
市
長
）
診
療
科
の
問
題
な
ど

一
概
に
医
師
数
が
こ
れ
だ
け
だ
か
ら
大
丈
夫

と
か
、
ダ
メ
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ス
タ

ー
ト
の
段
階
で
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
の
維
持

を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
上
の

ス
テ
ッ
プ
を
目
指
す
に
は
、
時
間
が
要
る
と

思
い
ま
す
。
努
力
も
今
後
指
定
管
理
者
で

も
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

　
次
に
１
病
院
化
（
統
廃
合
）
に
つ
い
て

基
本
構
想
を
検
討
す
る
な
か
で
、
土
岐
市

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
高
度
急
性
期
以
外
の
急
性

期
か
ら
回
復
期
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
に

お
い
て
医
療
が
完
結
す
る
、
あ
る
い
は
介

護
系
の
施
設
等
も
必
要
で
、
そ
の
中
で
核

と
な
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。
基
本
構
想

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
の
は
事
実
で
す
が
、
そ
の
た
め
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
指
定
管
理
で

土
岐
総
の
充
実
を
図
る
。
そ
の
先
に
１
病

院
化
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
説
明
会
に
つ
い
て
は
。

　
今
の
段
階
や
る
か
ど
う
か
明
確
に
答
え

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

●
検
討
会
も
市
民
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
見
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

も
う
一
歩
進
め
て
、
市
民
と
一
緒
に
な
って

考
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
助
成
に

つ
い
て

　
軽
度
・
中
度
の
加
齢
性
難
聴
に
対
す
る

補
聴
器
の
購
入
助
成
導
入
の
考
え
は
。

　
（
市
長
）
障
が
い
者
支
援
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
ら
、
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
は
難
し
い
。
国

の
議
論
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

小関　篤司
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